
令和７年７月 31 日 

 令和４年度より、飛び入学制度の活用を促す観点から、大学への飛び入学者につい

て、文部科学大臣が高等学校卒業者と同等以上の学力を有することを認定する制度 

（以下「高等学校卒業程度認定審査」という。）を設けております（別紙参照）。 

この度、令和７年度高等学校卒業程度認定審査（前期）を実施しましたので、その

実施結果をお知らせいたします。 

なお、合格者に対しては合格証書を文部科学省から送付しております。 

１．出願期間 

令和７年４月 30日（水）～５月 30日（金） 

２．出願者 

２人 

３．合格者 

２人 

（お問い合わせ） 

文部科学省初等中等教育局参事官（高校担当）付企画係

電話：０３－６７３４－３７０５（直通） 

０３－５２５３－４１１１（内線３７０７） 

令和 7 年度高等学校卒業程度認定審査（前期）の実施結果を公表します 



○
現
行
制
度
で
は
、飛

び
入
学
者
は
、高

等
学
校
等
を
中
途
退
学
して
大
学
へ
入
学
す
る
こと
とな
って
お
り、
大
学
入
学
後
に
大
学
を
中
途
退
学
す
る
な
どし
て

進
路
変
更
を
し
よ
うと
す
る
とき
、当

該
学
生
は
高
等
学
校
等
卒
業
の
扱
い
とな
らず
、就

職
や
資
格
試
験
等
の
受
験
に
お
い
て
困
難
が
生
じ
る
とと
も
に
、飛

び
入

学
の
活
用
が
促
進
され
な
い
一
因
とも
な
って
い
る
。

○
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
激
化
す
る
国
際
競
争
の
中
で
、新

た
な
イ
ノベ
ー
シ
ョン
を
創
出
し、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、飛

び
入
学

制
度
の
活
用
を
図
って
い
くこ
とは
重
要
で
あ
る
こと
か
ら、
大
学
へ
の
飛
び
入
学
者
に
つ
い
て
、高

等
学
校
卒
業
と同

等
の
法
的
地
位
や
社
会
的
評
価
が
得
られ
る

た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こと
が
必
要
で
あ
る
。
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参
考
：
大
学
へ
の
飛
び
入
学
者
（
累
計
）
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0
名
（
令
和
７
年
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月
時
点
）
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○
制
度
概
要

大
学
へ
の
飛
び
入
学
者
に
つ
い
て
、入

学
し
た
大
学
で
の
一
定
の
単
位
の
修
得

状
況
を
も
とに
、高

等
学
校
に
お
い
て
３
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
と「
同
等
以
上

の
学
力
」を
有
す
る
こと
を
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
す
る
。

制
度
内
容

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
に
つ
い
て

○
審
査
の
流
れ

審
査
は
年
１
回
以
上
実
施
（
時
期
等
は
イン
ター
ネ
ット
等
に
よ
り公

表
）
。

○
認
定
の
基
準

①
高
等
学
校
で

50
単
位
以
上
を
修
得
して
い
る
こと
（
高
等
学
校
以
外
の
学
校

種
の
場
合
に
は
、高

等
学
校
に
お
け
る

50
単
位
以
上
の
修
得
に
相
当
す
る
学
修

の
成
果
を
有
す
る
こと
等
）

②
大
学
で

16
単
位
以
上
を
修
得
して
い
る
こと

③
修
得
した
単
位
の
分
野
が
著
しく
偏
って
い
な
い
こと

○
認
定
の
効
果

認
定
審
査
に
合
格
し
た
者
を
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
合
格
者
と

す
る
。同

合
格
者
に
対
して
合
格
証
書
を
授
与
す
る
。

ま
た
、学

校
教
育
法
施
行
規
則
を
改
正
し
、同

合
格
者
を
大
学
に
入
学
す

る
こと
の
で
き
る
者
に
加
え
、高

等
学
校
卒
業
と同

等
の
法
的
地
位
を
与
え
る
。

○
審
査
委
員
会

高
等
学
校
、大

学
関
係
者
等
を
委
員
とし
て
構
成
す
る
。

○
留
意
事
項
（
「高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
審
査
規
則
の
施
行
に
つ
い
て

（
通
知
）
」（
令
和
４
年
４
月
１
日
）

・飛
び
入
学
制
度
の
実
施
大
学
は
、飛

び
入
学
の
検
討
者
や
既
に
飛
び
入
学

した
者
に
対
して
、認

定
審
査
に
つ
い
て
周
知
い
た
だ
き
た
い
こと
。

・各
大
学
は
、飛

び
入
学
制
度
の
導
入
及
び
積
極
的
な
活
用
を
改
め
て
検
討

され
た
い
こと
。そ
の
際
、飛

び
入
学
制
度
の
適
切
な
運
用
を
図
る
こと
。

・各
高
等
学
校
等
は
、飛

び
入
学
の
た
め
に
中
途
退
学
した
者
に
対
し、
認
定

審
査
の
利
用
の
有
無
に
関
わ
らず
、本

人
の
希
望
も
踏
ま
え
つ
つ
、卒

業
生
に

準
じた
配
慮
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
こと
。

（
例
）
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
同
窓
会
名
簿
等
へ
の
掲
載
、卒

業
式
や
卒
業
生

の
参
加
す
る
イベ
ン
ト等

へ
の
招
待
、一

般
の
「卒
業
生
」に
代
わ
る
呼
称
（
例

え
ば
、「
名
誉
卒
業
生
」や
「同
窓
生
」等
）
の
検
討

別紙
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